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の1種の発見。この結果、新種	 Liuixalus	 calcarius	 (異名Liuixalus	 catbaensis)	 
を記載した。(2)	 Kurixalus属の分子・形態データの見直し。この結果に基づき、２
隠蔽種K.	 viridescensとK.	 motokawaiを、ベトナム中部高地から記載した。(3)	 ベト
ナム産Rhacophorus属の系統関係の解明。R.	 duboisiはR.	 dugritei	 種群の1員であ
り、R.	 pingbianensisはR.	 omeimontisと極めて近縁であることが判明した。R.	 robe
rtingeriとR.	 calcaneusの関係はすでに示唆されていた系統仮説と合致した。ベトナ
































	 その結果、	 (1)	 形態および分子データに基づくLiuixalus属の1種を発見し、新種L
iuixalus	 calcarius	 (異名Liuixalus	 catbaensis)	 を記載した。(2)	 Kurixalus属の
分子・形態データを見直し、２隠蔽種K.	 viridescensとK.	 motokawaiを、ベトナム中
部高地から記載した。(3)	 ベトナム産Rhacophorus属の系統関係を解明し、R.	 dubois
iはR.	 dugritei種群の1員であり、R.	 pingbianensisはR.	 omeimontisと極めて近縁で
あることが判明した。R.	 robertingeriとR.	 calcaneusの関係はすでに示唆されてい
た系統仮説と合致した。ベトナム産R.	 rhodopusには形態では酷似する遺伝的２系統
が認められた。	 (4)	 ベトナムからPhilautus	 petilusを初めて記録した。ラオス産の
ホロタイプと形態的・分子系統学的に比較して、この種がTheloderma属の１員である
ことを確認した。以上の系統分類学的に重要な新しい知見を得ることに成功した。	 
	 これらの新知見は、ベトナム産アオガエル科の系統分類学的諸問題を明らかにし、
種分類を見直したことに加えて、アオガエル科の種多様性がこれまで知られていたよ
りも高いこと、ベトナムが生物地理学的にきわめて興味深い地域であることを示した
点で大きく評価できる。また、アオガエル科の属の分類には多くの問題があり、いく
つかの属の有効性、いくつかの種の別属への帰属変更をしたことは、アジアのアオガ
エル科の系統分類や他の陸上脊椎動物の生物地理や種分化を考える上でも重要な貢献
といえる。本研究はアオガエル科のホットスポットであるベトナム全域での長期にわ
たるフィールド調査によって得られた多数標本に基づき、形態形質と分子系統の最新
の手法を総合的に用いることによって、その系統分類学の諸問題を解明し、分類体系
を見直すことに成功した。今後、近隣諸国を含めたアオガエル科をはじめとするカエ
ル類の系統分類学を研究する上での基礎となる、将来性の高い研究と評価できる。	 
	 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成２７年１月１９日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合
格と認めた。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
 
	 
